
自信･情 熱

会 員 の 皆 様 あ け ま して

お めで と うござ います｡

冬 来 た りな ば 春 遠 か ら

じ｡こ れ は､19世 紀 英 国 ロ

マ ン派 の好 情詩 入 シ ェ リー

によ る｢西 風 の賦(Odeto

theWestWin.d)｣と い う

詩 に由来 した格言で ある と聞いて いる｡か つて は

この格言 に希望 を託 し､春 の到来 を待ち望む こと

に多少 の意義 を認 める ことがで きたであろ う｡し

か し､バ ブル崩壊後の長び く需要低迷 とアジア諸

国よ りの輸入増大､捗 らな い構造改革等 の要 因が

相侯 って､国 内産業 と りわ け製造業界 に大 きな打

撃 を与 え続 けて いる現状 は､そ のような生易 しく

も淡 い希望 をとっ くの昔 に消 し去 って､政 治や他

力に頼 る ことな く､そ れぞれが 自力によって懸命

に生 き残 りと再生 を図るべ く技術 開発･新 製 品開

発 に取 り組んでいる｡

最近､開 発競争力 につ いて考 えさせ られ た こと

であるが､中 国が有人ロケッ ト神舟5号 の打ち上げ･

帰還 に成功 し､片 や 日本 は情報収集衛星2基 を搭:載

したH2Aロ ケ ッ トの打 ち上げに失敗､軌 道 に乗せ

る ことす らできなかった｡(米 国は35年 も前にアポ

ロ宇宙船の月面着陸に成功 して いるというの に｡)

この成功 と失敗の要因を単純 に比較する ことはで

きないが､日 本 の とい うよ りも日本 人の開発 と成

功にかける 自信 のひよわ さ･脆 弱化 と情 熱の希 薄

化を思わず にはおれない｡｢自 信 あるところに情熱

あ り｡情 熱 あると ころに成功 あ り｡｣と い うのが私

の信念である｡東京オ リンピックを目標 に､1959年

4月 新丹那 トンネル東 口で起工式 をあげた東海道

新幹線は､わ ずか6年 半後 のオ リンピック開会式の

直前 に開業 し､冠 たる最速鉄道 の技術 開発 と実用

化 に成功｡世 界を瞠 目させ るとともに､日 本人に大

きな 自信 を与 えた｡あ の頃 のみ なぎる自信 を 日本

人は どこへ失 って しまったのであろ うか｡自 信 と

は己 を信 じる ことである｡そ して､信 じるとい うこ

とは､｢望 んで いることを確信 し､ま だ見 ていな い

事 実を確認す る ことである｡｣と 聞 く｡高 度成長 に

うかれている うちに､精 神 が弛緩 し大事 な ものを

失って しまったよ うであ るが､失 った ものをいま

一度取 り戻す ことが､企業再生のみな らず､日 本 を

救 う早道ではと思わせ られる今 日この頃である｡

一方の情熱であ るが､そ れは責任感 と一体 をな

して いて､情 熱の希 薄化 は責任感 の喪失に起 因 し

てい る｡経 営者 も従 業員 もそ れぞ れ職 場において

計画達成の責任 を負 って いるが､そ の達 成は効率

×時間とい う単純な図式で示 しうるものではない｡

企業 を愛 し､仕 事 を愛す る ことか ら生 じる ところ

の､ほ とば しる情熱な くして計画を達 成 し責任 を

まっとうす ることはで きな い｡更 に 自分を愛す る

ことも大切である｡な ぜな ら､自分 を愛す ることが

できない者は 自信 を持つ ことができないか らであ

る｡国(日 本人の共 同体･風 土｡及 び これ らが生み出

した文化)を 愛する こと｡企 業 と仕事 を愛す ること｡

家族や友入 を愛す ること｡そ して､自 分 をも愛する

こと｡日 本人が失いつつ ある愛の復活が企業の再

生にもつながるのではと思 うのである｡


